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【要旨】
本研究では、協調的共同学習の方策としてナレッジ・コミュニティ(KC)を用
い、KCによる学習活動によって大学生の「情報活用の実践力」の育成を図ること、
また、知識共創のためのコミュニティ成員の議論を活性化することで大学生の「情
報活用の実践力」の更なる伸長を図ることを目指した。結果、知識量がある程度多
い、成人の「情報活用の実践力」育成に対して、KCによる学習活動が効果的であ
り、学習者の自治活動によって学習のモニタリングが図れる可能性が示唆された。

1．問題意議
高度情報化社会を生きるためには、情報および情報手段を主体的に選び使う「情報活用

能力」が必要とされる。この「情報活用能力」は、「情報活用の実践力」「情報の科学的な
理解」「情報社会に参画する態度」の３つの柱から成る!)。中でも、「課題や目的に応じて
情報手段を適切に活用することを含めて、必要な情報を主体的に収集･判断･表現・処理・
創造し，受け手の状況などを踏まえて発信・伝達できる能力」２）と定義される「情報活用
の実践力」の重要性が指摘されている。「情報活用の実践力」を身に付けるには、単にコン
ピュータやインターネットなどの情報手段の操作方法を学ぶだけでなく、集団による協調
的共同学習が必要と考えられている。具体的には、情報の収集、判断、処理、表現等の「プ
ロセス」を重視した、課題追究型のグループ学習の必要性が指摘されている3)。このよう
な協調的共同学習により、学習者は「個々の学習者にバラバラに存在している『知識の不
足部分』をお互いの学びあいで補充」４)できると考えられている。
そこで、本研究では、「情報活用の実践力」の育成を図るべく、協調的共同学習を実践す

ることとし、その具体的方策として、ナレッジ・コミュニティ（以下、KCと略す）を用
いることとした。KCは、広義には「目的に役立つ新しい知識を創造し、共有し、利用す
るという共通の熱意を持つ人たちの集団」５）と定義される。狭義には、「共同体の成員同
士がお互いの質問に回答したり、議論することで課題を解決し、知識の交換・共有・共創
を目指すMbベースのコミュニティ」6)7)と定義される。本研究では、KCを狭義に捉え、
「知識の共創を目的としたWebベースの協調的共同学習集団」を指すものと規定する。
ただし、KCによる「学び合い」を効果的なものにするには、コミュニティ運用のため

の最低限のルール8）を定めたり、協調的な学習が正しく行われているかどうかを確認する
メンター9）を設ける必要があることが指摘されている。そこで、本研究ではWebベースの
KCによる学習プロセスで生じる質問、回答を投稿する際のルールが３つずつ設定すると
ともに、学習者が相互に不適切または不十分な質問や回答に対してコメントを付すことを
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奨励することとした。すなわち、KCにおける協調的な学習をモーターするメンターの役
割を学習者自身に担わせた。この学習者が互いの質問や回答にコメントを付すことで相互
に学習のメンタリングおよびモニタリングを行う活動を、本研究では「自治活動」と定め
ることとする。なお、質問や回答の投稿と同様に学習者がコメントを投稿する際のルール
も５つ設けた。メンタリングを共同体成員である学習者に行わせることとしたのは、KC
を成功に導くための鍵として、メンバー間の信頼関係と互助関係の構築】0)が強調されて
いるためである。そのため、KCによる活動では、専門家がメンターやファシリテーター
を担当することもあるが、共同体の成員同士が活動をモーターすることもある。

2．先行研究
「情報活用の実践力」育成に関するこれまでの研究は、指導法についての研究ll)12) 、

指導計画についての研究13)、評価基準の開発･設定に関する研究14)15)に大別される。「情
報活用の実践力」育成のための教育方法や教育活動、教材などの実証的な効果研究は、未
だ少ないというのが現状である。これには、２つの理由が考えられる。
ひとつは、「情報活用の実践力」の評価の問題である。「情報活用の実践力」は、広範か

つ複合的な概念であり、観察や実験により評価するのは容易ではない。そのため、これま
では尺度による評価が主であった。「情報活用の実践力」に関する研究で用いられる尺度と
しては、高比良ら16)が作成した、中学生から大学生までを網羅した54項目から成る「情
報活用の実践力」尺度、そして、高比良らの尺度を基に奥木・古田17)が作成した、小学
校高学年を対象とした、２９項目の「情報活用の実践力」尺度がある。
もうひとつは、研究方法の問題である。「情報活用の実践力」育成に特化された教育活動

や教材を使って授業を行ったところで、１回の授業で実践力が育まれるとは考えづらい。
「情報活用の実践力」が育成されたことを実証しようとする場合、長期縦断的な研究が行
われる必要があり、小中学校での授業実践には馴染みづらい。そこで、本研究では、大学
生を対象としてKCよる学習を約３ヵ月間実施し、その間の個々の学習者の活動を記録す
ることで、KCの「情報活用の実践力」育成への効果をみることとした。
一方、KCに関する研究については、KCのシステム開発18)、およびモデル開発19)が

主である。そのため、KCを通じた学習者の「情報活用の実践力」の変容を見た研究は殆
どない。KC以外の協調的共同学習による「情報活用の実践力」育成に関する研究は少な
からずあるが､そこでの学習成果の評価は､児童の書いた感想文20)や､質問紙調査21)22)に
よって行われている。これら研究での学習成果は、あくまで学習者によって意識化された
結果であり、学習者の「情報活用の実践力」が実際に育成されたといえるのかどうかを検
証し切れていない。そこで、本研究ではKC活動により、学習者の「情報活用の実践力」
にいかなる変容があるかを、学習者の行動によって明らかにすることとした。

3．研究の目的
本研究の目的は、KCによる学習活動によって大学生の「情報活用の実践力」の育成を

図ること、また、知識共創のためのコミュニティ成員の議論を活性化することによって大
学生の「情報活用の実践力」の更なる伸長を図ることである。すなわち、本研究の研究課
題(RQ)は、KCによる学習が大学生の「情報活用の実践力」育成に及ぼす影響を探るこ
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KCの操作方法、質問、回答のルールに関する説明

する説明

KC活動に参加（第Ⅲ期:6/6-7")

ＫＣ活動に参加（第Ⅳ期：７ﾉ4-7/24）

図１実験手続きの概略
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Ｊ 蝉
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今時力叫ナろので上く麓L膿

図２本研究で用いたKCによる学習活動の例

(2)KCによる学習のルール
KCによる学習における知識共創のための議論を促進し、

質問、回答、コメントを投稿する際のルールを以下に定め、
学習活動の効果を高めるため、
被験者に説明した。

＜質問投稿のルール＞
・自分で調べればすぐに答えが分かる質問を避けること
。調べようのない質問や単なる意見投票の呼び掛けを避けること
・多岐にわたる内容の質問を避けること

く回答投稿のルール＞
・正確かつ信頼できる情報の提供に努めること
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